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	　開会の挨拶

　前定例会の会議録について意見を求める。

　（全委員　異議なし）

　署名を求める。

教育次長報告　諌山教育長が8月17日付けで辞任したので、翌18日から新教育長が就任するまでの間、私が教育長職務代理者として職務に携わっている。教育長不在の間、教育行政に停滞があってはならないので、職員一同職務に専念している。学校は現在、夏季休業中であるが児童生徒の事件事故及び教職員の事件事故等も報告されていない。2学期のスタートに向けて準備を進めているところである。
　議案第37号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
議案集別冊により補正予算案の概要について説明を行う。10款教育費は、補正前の額3,746,810千円に今回6,252千円を追加し、補正後の額を3,753,062千円とするものである。

今回の補正の内容は、4月1日付の人事異動に伴う職員人件費の補正、県の新規委託事業の採択及び文化財保護関係の追加補正などが主なものである。補正の主なものを説明する。1項3目教育振興費及び2項2目教育振興費で県からの新規委託事業である「問題を抱える子ども等の自立支援事業」及び「小学校英語教育ステップアップ事業」を追加するものである。いずれの事業も19年度から20年度までの2か年事業となっている。

5項6目文化財保護費のガランドヤ古墳群保存整備事業では、先行取得用地の買い戻しを、町並み環境整備事業では、補助対象となる建物の件数は、3件で異動はないが、対象建物が変更なったので、増額となったものである。文化的景観保護推進事業では、景観計画策定委員の報償費及び旅費　593千円の追加をするものである。

　議案集別冊により、補正予算を項目ごとに説明する。
　説明のあった議案第37号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」意見を求める。
　防犯用品のネットランチャーとは、どういうものか。
　学校の侵入者対策として、2年前に携帯用防犯スプレーを購入したが、そのスプレーが本年9月で使用期限が切れる。そのため、どういった防犯用品が有効か検討した結果、ネットが飛び出し侵入者を捕獲するネットランチャーが有効であろうということで、購入することにした。1校に1台ずつ購入する予定である。

　補正予算案の寄付金の歳入の金額の中に、議案集の報告第8号で報告されている寄付金は、含まれているのか。

　今回の補正予算案の寄付金は、平成19年3月から6月までにご寄附をいただいた分を補正しているので、報告第8号の寄付金は入っていない。
　小学校英語教育ステップアップ事業が新規事業として計上されているが、今までの英語教育はどういうものがあったのか。
昨年度までは、高瀬、若宮、日隈小学校の3校が、小学校英語教育ということで行っていたが、今回はステップアップと　事業名にもあるように指導方法を確立することを目的としている。カリキュラムの作成、教材の開発、教員の資質の向上を目指している。小学校では、直接的に市の予算を計上し英語教育を行うということはなかったが、ＡＬＴの雇用などが、小学校の英語教育を支えているとは考えられる。中学校については、研究校を3校指定し英語教育に力を入れているところである。
　小学校英語教育ステップアップ事業は、大山小学校のみで実施するのか。
　今回のステップアップ事業については、リーダー校を作るということなので、1市町村に1校ということ大山小学校だけである。
　昨年、大分元気っこ体力アップ事業というのがあったが、同じ県委託事業だったのか。

　大分元気っこ体力アップ事業については、石井、都築小学校が県から委託を受けており、本年度が2年度目ということで研究発表になる。
　昨年度の高瀬、若宮、日隈小学校3校の小学校英語教育も、県委託事業なのか。

　そうである。

　問題を抱える子ども等の自立支援事業は、特別支援とは違うのか。

この場合の「問題」は、主として不登校、暴力、イジメ、更には児童虐待を未然に防止することを目的としており早期発見を一番の目的としている。そのため学校満足度調査を実施し、子ども1人ひとりを問題を抱えていないか洗い出すことにしている。更には、モデル中学校区を指定し、小学校と中学校に指導員を配置し、学校内はもとより家庭との連絡も取りたいと考えている。
　全国的にも、不登校については小学校から中学校に入学する際に、極端に増加しているという実態がある。日田市でも小学校で8名だった不登校児が中学校で42名増加したという実態もある。そういうことから、小6から中1の間を大事にしたいと考えている。

　小学校、中学校各1校に指導員を配置するのか。

　中学校区を単位として捉えるということにしているので、現在選定中だが、小学校、中学校各1校に配置することになる予定である。

　学校満足度調査とはどういった調査なのか。

　権威のある機関が作成した調査表で、知能テストのような冊子になった調査で、分析することにより生徒の孤立度等を知ることが出来る心理学的な調査である。かなり信頼性があるということで、全国的にも採用している学校が増加している実態にある。
　3項1目中学校管理費の職員人件費の減額について説明してほしい。
　3月末で有資格者で正職員の学校図書館員が定年退職したので、後任を有資格者の嘱託職員で補充したものである。
　中学校の図書館の役目は、大変大きいと考えるのでよろしくお願いしたい。

　その件については、真剣に受け止めている。中学校の図書館員が全員嘱託職員でいいのかと考えているので、職員係と十分協議していきたい。

議案第37号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

　（議案第37号　議決）

五馬中学校校舎新増改築事業についての報告を指示する。
五馬中学校校舎新増改築事業について報告する。
報告第8号「寄附採納報告（平成19年7月期分）」の報告を指示する。

　
7月期分の寄附採納状況について報告する。

　各課報告を指示する。

　史跡ガランドヤ古墳現地説明会の開催について報告する。
日　時　　平成19年9月9日（日）　午前10時～午後3時

　　場　所　　史跡ガランドヤ古墳
　九州地区市町村教育委員研修会について
　　日　時　　平成19年8月30日（木）　
　　場　所　　佐賀市文化会館
次回の定例教育委員会会議の日程について

日　時　　平成19年8月28日（火）　午後1時30分～

　　場　所　　市役所別館　2階会議室
　
　委員会の終了を告げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会終了時刻　午後2時30分

委員会終了後　日田市民文化会館を視察する。
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